
「
知
識
強
国
実
現
」
を
目
指
す
Hl

T
先

進
国
・
韓
国
H

の
社
会
科
教
育
課
程
と

授
業
の
改
訂
作
業

一

P
C
を
駆
使
す
る
社
会
科
授
業

「う
l
す
ご
い
、
ぼ
く
ら
で
は
無
理
だ
」

昨
年
9
月
、
韓
国
大
田
市
の
初
等
学
校
で
、

学
生
日
名
と
と
も
に
参
観
し
た
3
年
社
会
科

慢
業
で
の
男
子
学
生
の
感
嘆
の
声
で
あ
る
。

単
元
名
は
「
地
方
生
活
の
中
心
地
」
、
学
習

主
題
は
「
市
場
の
種
類
と
特
徴
を
調
べ
る
」。

日
本
の
小
学
校
3
年
の
地
域
の
商
店
街
学
習

に
近
い
内
容
だ
が
、
驚
き
の
原
因
は
発
表
方

法
で
あ
る
。
小
グ
ル
ー
プ
で
調
査
し
た
市
場

の
綴
子
を
写
し
た
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
映
像
を

編
集
し
、
そ
れ
を
発
表
者
の
言
葉
に
あ
わ
せ

（『社
会
科
教
育
課
程
改
訂
試
案
研
究
公
聴
会

報
告
書
』
所
収
）
か
ら
紹
介
し
た
い
。

ま
ず

H

教
育
謀
程
を
変
え
る
こ
と
で
新
た

な
社
会
変
動
を
導
く
H

と
の
立
場
か
ら
、
社

会
科
教
育
限
程
改
訂
の
条
件
を
3
点
促
一
ホ
す

る。
－
社
会
変
動
要
因
（
知
識

・
情
報
社
会
の

深
化

・
変
化
、
低
出
産
・
高
齢
化
な
ど
社
会

科
に
及
ぼ
す
社
会
変
動
）
、

E
国
家

・
社
会

的
要
求
（
知
識
情
報
社
会
に
備
え
人
的
資
源
、

領
土
を
め
ぐ
る
政
治

・
外
交
争
点
、
社
会
問

題
化
す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
過
消

費
や
高
齢
化
に
備
え
る
資
産
投
資
管
理
問
題
、

人
権
保
障
と
社
会
統
合
の
基
に
な
る
法
意
識

強
化
教
育
な
ど
）
、

E
社
会
科
の
内
在
的
問

題
（
理
念
の
多
織
性
と
対
立
、
暗
記
教
科
批

判
な
ど
）

さ
ら
に
、
改
正
案
開
発
の
手
順
と
し
て
、

次
の

3
段
階
を
街
摘
す
る
。

i
現
行
社
会
科
教
育
課
程
の
論
争
点
の
明

馬
居

政
幸

て
大
型
液
品
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
1
に
映
し
な
が

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
映
像
と
重
ね
る
。

こ
の

P
C操
作
を
初
等
学
校
3
年
生
が
行
っ

て
い
た
。

中
学
校
で
も
道
徳
の
授
業
を
参
観
し
た
。

や
は
り
、
小
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
た
結
果

を
天
井
固
定
の
小
型
液
晶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
l

で
教
壇
横
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
て
発
表
。

そ
の
映
像
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
情
報

を
重
ね
な
が
ら
先
生
が
指
導
す
る
授
業
で
あ

っ
た
。両

校
と
も
特
別
な
研
究
校
で
は
な
く
、
開

確
化
↓
一
u
争
点
別
に
修
正

・
補
完
す
べ
き
代

案
開
発
↓
溢
開
発
案
の
検
証

・
評
価

そ
し
て
改
正
案
を
具
体
化
す
る
た
め
の
観

点
と
手
順
と
し
て
、
次
の
5
桶
を
あ
げ
る
。

①
編
成
と
内
容
の
体
系
〈
領
域
間
の
統
合

と
分
化
）
、
＠
内
容
の
範
囲
と
程
度
（
大
綱

化）、

③
内
容
の
水
準
（
基
本
と
深
化
の
二

元
体
制
）
、
＠
社
会
変
動
と
国
家

・
社
会
的

要
求
の
反
映
、
⑤
実
施
上
の
条
件
（
教
科
持
、

学
校
施
設
、
教
師
研
修
）

こ
こ
に
紹
介
し
た
特
長
か
ら
、
純
国
の
改

訂
作
業
で
は
、
論
理
的
・
系
統
的
に
進
め
る

一
方
で
、
国
家
・
社
会
の
要
求
と
学
校
現
場

の
課
題
を
同
時
並
行
で
解
決
す
る
こ
と
を
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
こ

の
2
つ
の
要
都
の
関
係
を
端
的
に
表
現
し
た

の
が
下
の
凶
で
あ
る
。
韓
国
の
社
会
科
教
科

替
の
理
想
像
を
示
す
が
、
注
目
し
た
い
の
は

矢
印
の
行
き
着
く
先
。
「
人
的
資
源
形
成
」

に
よ
る
「
知
識
文
化
強
国
実
現
」
を
可
能
に

校
し
た
ば
か
り
の
新
設
校
。
特
別
に
機
器
を

整
備
し
た
部
屋
で
も
な
い
。
韓
国
の
初
等
学

校
の
教
室
の
教
卓
に
は
大
型
液
晶
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
、
教
材
提
示
装
置
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

と
繋
が
る
P
C
が
、
中
学
校
の
教
室
に
は
液

晶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
l
と
ス
ク
リ
ー
ン
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
機
掠
と
情
報
を
円
常
の
学
習
活

動
に
取
り
込
む
こ
と
で
、
変
化
す
る
社
会
事

象
の
学
習
へ
の
意
欲
が
高
ま
る
。
映
像
化
さ

れ
た
情
報
の
操
作
に
よ
り
、

一
人
ひ
と
り
に

応
じ
た
社
会
認
識
の
深
化
と
相
互
理
解
の
拡

大
が
同
時
に
可
能
に
な
る
。
明
ら
か
に
、
韓

国
の
社
会
科
授
業
は
日
本
の
先
を
進
ん
で
い

る。
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二

社

会
科
教
育
課
程
改
訂
の
枠
組
み

教
育
課
程
改
訂
作
業
も
日
本
の
先
を
行
く
。

そ
の
特
徴
を
召
宅
玄
（
キ
ム
・
ジ
ョ
ン
ホ

勝
国
教
育
限
緩
評
価
院
）
氏
の
「
社
会
科
教

育
限
稗
改
訂
試
案
研
究
の
方
向
と
結
果
」

す
る
「
教
育
改

革
」
が
、
韓
国

の
理
想
的
社
会

科
教
科
件
の
ゴ

ー
ル
に
あ
る
。

H
本
に
と
っ
て

こ
の
意
味
は
重

い
。
未
来
を
先

取
る
国
・
家
の
位

置
づ
け
と
仕
組

み
の
学
習
の
再

構
築
を
可
能
に

す
る
、
社
会
科

教
育
課
程
と
実

践
方
法
の
改
訂

を
、
一
衣
帯
水

の
隣
国
が
要
諒

し
て
い
る
と
考

え
る
。

一－ー

、｜紅海沿偏七J－置雪ノ
理想的な教科~j象

ー－・，
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情報資料を活用する
恩考力中心の教科舎

ー 』 EI璽輪と現実を連携した
副 ’｜実用的な教科書

教科轡｜｜ : 
II＿ー｜ 教授・学習過程を一案内する教科書

--八
品
川
聞
大
乍
救
出
H
4
r
m
教
奴
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い
る

中

村

荷

R

ト宵

rm同
開
闘
員

地
理
分
野
の
定
説
に
こ
の
新
説
・
新
情
報
－
j
i
－－：
：
：
：・
永
田
成
立
：
・
ロ

歴
史
分
野
の
定
説
に
こ
の
新
観
・
新
情
報
：
：
：－
j
i
－－・：
谷
口
顕
治
・
：
凶

公
民
分
野
の
定
説
に
こ
の
新
説
・
新
情
報
：
：
：
：
j
i
－
－
佐
長
僧
喝
・
：

m

J
』
の
新
説
・
新
情
報
’
で
教
材
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
＆
ト
ッ
ピ
ン
げ
け

，
食
糧
自
給
教
材
’

j

i
－
－
：
染
谷
幸
二
・
：

μ
／

，
G
N
P教
材
’
・
：
j
i
－－
小
林
健
興
－J
H

a

ゴ
ミ
教
材
’
：
：
：
・
：
：
：
：
津
田
佳
男
：
・
お
／
五
ネ
教
材
’
：：
：・

：
＝

丹
後
温
隅
史
・・・
mm

，水
資
源
教
材
’
：
：
j

i
－
－
訟
村
聡
：
・
幻

／

H

国
土
の
扱
い
教
材
’：
：
－：
岡

崎

厳
司
・
：
初

，
流
通
教
材
’
：
j

i
－
－
：
：
：
桜
木
泰
自
：
－
n
／

a
防
災
教
材
’
：
：
：
j
i－－？
竹

中

崎
司
・
：

ω

，
運
輸
教
材
’
：
：
j
i
－－E
E

－
－
－
六
井
正
信
：・
引

／

H

情
報
教
材
’
：
：：－
j
i
－
－
－
島
田
佳
府
軍
－－－

u

，
地
図
教
材
・
：
：
：
：
・
：
：
：
：
高
橋
恒
久
：
・
お
／

w
マ
ス
コ
ミ
教
材
’
j

i
－
－
－
角
田
羽
1
：
・M

M

機
械
工
業
教
材
e
i
－
－
：
：
：
山
口
車
：
・
お
／
，
金
属
工
業
教
材
e：
：
：
：
：
貝
沼
浩
賢
：－
uw

，バ
イ
オ
マ
ス
教
材
’：
：・：

善
能
寺
正
美
：
幻
／
，
選
世
帯
・一
襲
の
賃
み
教
材
’
：
西
村
公
事
：・凋

，犯
罪
関
連
教
材
’
・
：
：
：
：
小
池
俊
夫
：
・
ぬ

／

，
野
菜
教
材
’
：
・
・
：

：
：
：
菊
池
八
棟
子・
：M
W

，
果
物
教
材
’
：
・：
j

i
－－：
・戸
井
和
彦
：
・
れ
／

H

畜
産
物
教
材
e
i
－
－
：
：
・
三
上
周
治
：
－

u

n

水
産
物
教
材
’
：
：
：
：
：
：
田
口
広
治
：
・枯

ク
イ
ズ
に
仕
立
て
る
！
統
計
か
ら
見
た
篇
き
の
新
発
見
・
新
情
報

定
説
「
貿
易
額
は
横
浜
が
日
本
ご
が
今
は
ζ

こ
だ
：
・
：
－j
i
－－：：：：：
j
i
－－－
山
田

定
観
「
ピ
l
ル
は
ア
メ
リ
カ
が
世
界
ご
が
今
は
こ
こ
だ
：
：
：
：
：
：
：
：
j
i
－－－：西脇

石
油
埋
蔵
量
は
、
な
ぜ
減
ら
な
い
？
；
：
：
：
：
：
・
j

i
－－：：・
j
i
－
－
－
・
：
目
佐
桑

数
字
で
仕
立
て
る

H

歴
史
と
く
ら
し
’
物
職
り
ク
イ
ズ
：
：
j
i
－－j
j

i
－
－
：
：
：
有
田

同
開
聞
民
間
包
漏
出
日
間
関

北
海
道
；
温
泉
敏
・
幻
青
森
：
：
：
宮
崎
俊
哉
：
・
M

gM帽：・：片愈

信
儀・

・日
茨
械
：
・
・
・
品
開
原
和
彦
関

千葉・：・
：
本
宮
武
窓
・
：
引
東
京
：

・
向
山
行
雄
i
m
u

静
岡
：
：
：
恋
竹
高
浴
：
・
的
新
潟
・
：
：
白
田
川
修
：
・
白
山

愛
知
・
：
西
尾
一
・

ω
三
霊
・
・
：
山
川
亨
刊

福
井
：
：
；
吉
田
高
志
・
・
乃
滋
曽
H
i
－
－
大
前
霊
徳
：
－
M

祭
良
：
：
・
北
村
醤
盈
・
：
η

和
歌
山
・
・
南
姻
鰐
仰
－

m

広
島
：
：
：
閥
洛
和
・
・
引
山
口
前
田
憲
明
・
：
白

香
川
：
・
：
森
昭
二
：
お
高
知
：
：
：
茂
松
渦
志
：
・

ω

熊
本
・
：
・
田
口
忠
織
的
大
分
・
笹
川
欣
也
・

ω

沖
縄
：
：
：
廃
納
英
明
・
：

ω

ワ
i
Jド
ワ
イ
ド
で

側

僑

健

治

森

田
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幸
男
－－－M

顕
治
・－－

w

友
行
・・
・山μ

小多山
原質口

達
夫
・
・
・
“

保幸・－－
M

刊

徹・・・同刊

和
正
・
・
・
叩

山形
：
・
縄
師
陣
欣
時
国
・
日
刊

紙
木
：
：
：
松
崎
力
・
：

ω

山
梨
：
・
・
久
保
田
剣
・
：

ω

妓

ai－
－
・
天
野
醤
孝
：
・

ω

石
川
：
：
：
組
下
活
一
：
η

大
阪

・総
康
司
：
花

岡
山
・
：
：
米
国
捻
：
－

m

徳
島
：
：
：
浜
井
俊
洋
・
：
例

佐
賀
・
小
宮
宏
：

ω

鹿
児
島
：
・
新
宿
悦
郎
：
m
M

秋
田
：
：
：
伊
藤
哲
朗
：
お

群
馬
・
・
：
・
神
部
純
一
・
悶

神宮市
川
・小

総

異

的

長
野
：
・
：
小
総
裕
明
：
・
町
山

富
山
：
・
清
水
煙
太
郎：
・引

京
郵
：
：
・
中
西
仁
市

兵
庫
：
・
高
岡
昌
司
・
：
乃

島
領
：
土
白
川

虞一一
i
m

愛
銀
・
：
：
脇
規
浮
：
釘

宮
崎
：
・
村
上
洛
一
・
：
引

子
ど
も
に
新
発
見
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
を
！
調
べ
学
習
の
見
直
し
点

「
聖
徳
太
子
は
い
な
か
っ
た
？
」
聖
徳
太
子
論
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
・：
高
田

調
べ
て
考
え
る
学
習
＋
参
加
型
学
習
＋
三
次
元
志
向
の
ア
プ
ロ
ー
チ
：
－
j
i
－
－
：
青
森

見
通
し
を
持
っ
て
調
べ
る
！

l
自
分
の
践
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
l
：
向
当

中
学
校
地
理
的
分
野
「
身
近
な
地
織
の
調
査
」
に
環
境
教
育
の
視
点
を
！
：
：・

：
大
谷
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聡・・・川別

歩・・－
mm

甑隆・・・

ω

誠
一
：
叩

世
界
の
窓
か
ら
が
日
本
の
社
会
科
指
導
要
領
’
を
読
む

祉
会
科
教
育
の
岐
路
・
：
市
民
性
育
成
を
め
ぐ
る
攻
防
：
・
：
：
：
j
i
－
－
；
：
：
：
渡
部
竜
也
：
－

m

科
学
的
見
方
を
育
成
す
る
イ
ギ
リ
ス
：
：
j
i
－－
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
・
：
：
・
岩
田

一
彦
：
・
刷

民
主
主
義
と
盟
国
心
か
ら
み
る
ド
イ
ツ
と
日
本
の
社
会
科
教
育

j

i
－－－サ
l
ラ
・
ス
ヴ
エ
ン
：
叩

『
知
接
強
圏
実
現
」
を
目
指
す
M
I
T先
進
国
・
韓
国
’
の

社
会
科
教
育
課
程
と
便
業
の
改
訂
作
業
・
：
・
j
i
－－：・
j

i
－－：・：
j
i
－
－
－
：
馬
居

政
幸
：
・
四

………
…
・
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
で
学
ぶ
日
本
史
と
世
界
史
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
回

日
常
生
活
に
世
界
史
を
見
る
：
：
j

i
－
－
・
・
：
：
：
：
：
：
：
j
i
－－：：：

：
：
：
原
田

一一一
一
・
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